
評定平均ってどうやって求めるの？ 大学入試センター試験2018 結果報告 

 １月13日，14日に実施されたセンター試験。19日には中間

集計その２が公表され，得点調整は実施しないと発表された。 

１．2018年度センター試験の概要 

 志願者数は582,671人で，現役生は473,570人(81.2％)でした。参

加大学は，昨年より微増で国立大82，公立大86，私立大526の

計694大学でした。 

 

３．出題傾向 

 「数学Ⅱ・Ｂ」では，解答を選択肢から選ぶ形式の問題が大幅

に増加しました。また，昨年度まで見られた分野をこえた融合問題

がなくなり，若干，解答しやすくなっていたようです。2020年度以降

の大学入試センター試験改革を控え，今後の動向が気になるとこ

ろです。地理歴史の「世界史Ｂ」では，グラフの読み取り問題が３

年目の今年も出題され，定着した感があります。「日本史Ｂ」も史

料・資料の読み取り問題が例年同様出題されました。これらの図

版を用いた出題には周到な準備が必要でしょう。 

日大入試情報  Ｎ方式利用について 

 日本大学の一般入試は，全部で４つに分類されます。まずは各

学部が独自に実施する「Ａ方式」，大学入試センター試験を利用

する「Ｃ方式」，大学入試センター試験と学部独自の試験を併用

する「ＣＡ方式」，そして今回，お話しする「Ｎ方式」です。Ｎ方式は同

一試験日，同一問題で複数の学部（学科）を併願することができ

ます。学部間の併願だけでなく，同一学部内の複数学科への併

願も可能です。入学検定料が18,000円(医学部は50,000円，歯学

部・松戸歯学部は24,000円)になります。他大学では全学部入試

などの名称で呼ばれています。 

 日大の場合，全16学部の中から最大１5学科まで併願すること

が可能になっています。その場合，１学科出願ごとに18,000円必要

になる訳です。単純に計算すると18,000円×15学科＝270,000

円・・・。結構な金額になりますね。しかし，日本大学の付属生だけ

の特典として，Ｎ方式第1期に限り，15学科フルに出願しても受験

料は無料という制度がとられています。この制度を利用して，今年

度は22名の生徒がＮ方式での出願を行いました。現高１・２で一般

入試を念頭においている人は，是非，このお得な制度の利用を検

討してみてはどうでしょうか？ 

＜日本大学Ｎ方式出願までの流れ＞ 

日本大学への出願は全てweb出願のため，メールアドレ

ス・パスワードを設定し，マイページを作成します。 

氏名・住所等の個人情報の入力と，受験票用の証明写真を

アップロードした後に出願できます。通常はカード決済 or 

コンビニ払いですが，付属生用の受験料免除コード入力に

よりゼロ円で決済されます。 

必要なのは「調査書」と，ネット出願後にプリントアウト

できる「出願確認票」。学校で一括して出願後，１月下旬

に各自が受験票をダウンロードできる。 

【佐藤重】 

 いきなりですが，評定平均って知ってますか？ 本校では毎年，

85％以上の生徒が推薦入試（付属推薦や指定校推薦など）で

大学へ進学していますが，「評定平均」はこの推薦入試の出願条

件でよく使われているんです。そこで今回は，評定平均の求め方を

紹介したいと思います。 

 科目の評定を合計すると「48」です。これを科目数の「12」で割り

ます。48÷12＝4.00･･･ よって，高２での評定平均は「4.0」 
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 科目の評定を合計すると「46」です。これを科目数の「13」で割

ります。46÷13＝3.54･･･ よって，高１での評定平均は「3.5」 

【青木智】 【佐藤重】 

２．本校での志望状況 

 本校では，卒業予定477名のうち88名が志願し，１月15日(月)に

行った自己採点には54名が参加しました。その日の午後に結果を

大手予備校(駿台・東進・河合)へ送付し，18日(木)に結果シート

が返送されました。 
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受験会場や試験情報をダウンロードした受験票で確認して， 

２月１日に受験票を持参して，いざ「受験」。 

(1)評定とは？ 

 まず「評定」について知らなければ，「評定平均」も求められませ

んね。「評定」とは各教科の成績を５段階で表したもののことです。

本校では年度末の通知表で知ることができます。評定の根拠とな

る成績は，定期テストの点数と平常点から算出されます。 

(2)評定平均の求め方は？ 

 難しい計算は･･･不要です。高校で履修した全科目の評定を合

計し，その科目数で割るだけです。四捨五入して小数第一位まで

求めるので，「4.3」とか「3.5」といった数字で表されます。注意すべ

き点は，高３だけの評定ではなく高１から高３までの履修したすべて

の科目を使うことです。では，シミュレーションしてみましょう。 

(3)シミュレーション開始！ 

 高２では，理系進学に在籍し，理科は物理，芸術は音楽Ⅰを

選択して次のような成績だったとします。 

 高１では「3.5」だった評定平均が，高２では「4.0」となりました。 

しかし！ 評定平均は履修したすべての科目を使って求めますか

ら，高２までの評定平均は･･･！ 

 高１と高２の評定の合計「46＋48＝94」を高１と高２の科目数の

合計「13＋12＝25」で割ります。94÷25＝3.76 よって，高２までの

評定平均は「3.8」となります。！ 

 どうですか，評定平均って思ったよりも上がりにくいという事に気が

つきましたか？ ちなみに，上記の生徒が高３になってオール５を

取ったとしても評定平均は「4.1」までしか上げられません。付属推薦

の付属特別選抜や指定校推薦等は，高１からコツコツと頑張って

きた者にチャンスがあるわけです。定期テストも残り１回です。評定を

少しでも上げられるように，授業や家庭学習に集中して取り組んで

いきましょう！ 

 高１では，日本史Ａを選択して次のような成績だったとします。な

お，教科名は略称で表記しています。 



次回３月号は，２月２６日(月)発行予定です 

 

 ２月の進路行事  
 ２月４日(日) 河合塾全統記述模試 (高１･２特進)  

  

 ２月６日(火) 日大チャレンジ特別進学模試 (高１･２) 

 

 ２月21日(水) 小論文テスト② (高１・高２) 

 

 ２月24日(土) 高２大学費用講演会 (高２保護者) 
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【伊藤秀】 

２月４日(日)の河合塾全統記述模試は，高１・高２の特進クラス

対象で，今年度は校外会場の早稲田大学西早稲田キャンパス
で実施されます。「国公立大・難関私大対策」で，高１は「記述
式」，高２は「記述･論述式」の早期対策となります。 

２月６日(火)の日大チャレンジ特別進学模試は，高１・高２が対

象となります。試験範囲等はCompass１月号に掲載しました。高１
は午前試験で午後平常，高２は終日試験です。４月･９月の基

礎学力到達度テストの模試になるので，手を抜かずに頑張ろう。 

２月21日(水)の小論文テスト②は，年間行事予定から変更し，

３・４時間目で実施します。高１が講演会(教室でモニター)＋テ
スト，高２が２時間ともテストになります。今回はリライトですので，添
削された答案を見て，よりベストなものが書けるように！ 

２月24日(土)13時より８階視聴覚教室(予定)にて，高２保護者

対象費用講演会を実施します。付属推薦入試でかかる費用に
ついてをメインにお伝えしようと考えています。後日，参加届を配布
いたします。 

【青木智】 

高１ 小論文テスト 

 
 １月17日(水)の２・３時間目に，小論文テストを実施しました。冬季

休暇の課題であった『ステップ基礎小論文書き方ノート』を持参して

直前の休み時間まで確認するなど，意欲的な姿が見られました。

添削された答案の返却を，楽しみにしていてください。 

 今回のテストでは，ほぼ全員が指定された文字数の９割以上を満

たすことができたようです。また，全体の構成も意識して書けていまし

た。一方で，「内容が薄くなってしまった」と悔しがっている人たちも見

かけました。 

 小論文では，広く世間一般で問題になっている時事テーマにつ

いて意見を述べさせる出題が多いです。今回のテストでも，「食の

安全」や「地域社会のつながり」という設問に対して，何も思いつか

ずに困ったという人もいたと思います。普段から新聞やニュース番

組を見るよう心がけて，幅広い知識や情報を頭の中にストックしてお

くと，このようなときに助かります。 

 新聞は難しいから…と敬遠している人は，現代社会や保健体

育・家庭基礎（高２で履修）の教科書をしっかり読むことから始めて

はいかがでしょうか。小論文で出題されるテーマが多く取り上げられ

ており，教科書なので説明もわかりやすいです。また，国語総合の

授業中に使用しているガイドにも「入試小論文」という特集があり，

実例を挙げて詳しく解説しています。書店でも，受験参考書の小論

文コーナーに，「キーワード集」「ネタ本」のようなタイトルの本が数種

類あると思います。入試頻出テーマについて，その背景や対応策

まで解説されていて読みごたえがあり，多くの情報を得ることができる

でしょう。このようにして基礎知識を得た後で，また新聞にチャレンジし

てみましょう。以前よりも読みやすく感じるはずです。 

 今回のテストや冬期休暇課題では，「動物がかわいそうだから反

対」「コンビニの24時間営業は便利だから賛成」のように，自分の感

情を根拠にして意見を書く人が多かったように思います。２月21日

(水)のリライトでは社会的な視点も取り入れられるよう，今から準備を

始めてください。 

【竹原・青木智】 

高２ 保護者対象大学費用講演会 

 ２月24日(土)13時より，高２保護者を対象に大学費用講演会を
実施します。会場は８階視聴覚教室を予定しています(人数により

当日変更あり)。１時間程度になりますが，今年度は，まず日本大
学の付属推薦入試から説明し，その後一般入試まで内容を広げ

ていく予定です。参考までに，以下，日本大学付属推薦における

初年度納入金等を抜粋しました。 
 

 上記の表の初年度納入金には，入学金が含まれますが，２年
次以降は原則として入学金を除いたものとなります。その他に，教

科書代や後援会費などが別途かかります。ちなみに，日大の学
部で初年度納入金学が一番高額なのは医学部ではなく歯学部
でした。 

 付属推薦では，原則として受験校は１学部１学科のみになりま
すが，一般試験ではそうはいきません。基本的には１回の受験で
35，000円×受験校と考えると・・・。 

 さらに，この上に１人暮らしをするご家庭もあるかもしれません。何
はともあれ『準備』が大切となってきますので，当日は様々な費用
についてお話する予定です。 【田島寛】 

【鈴木鷹・松本】 

 １月17日(水)の２時間目に志望理由書についての講演会を聞

き，３時間目には冬休みに用意した下書きをもとに，講演会を踏ま

えてテストが実施されました。 

高２ 小論文講演会 報告 

 講演会ではまず，なぜ志望理由書を書くのか，というお話をして

いただきました。大学入試の選抜の材料になり，面接の対策にもな

るというお話に加え，大学に入ってからのミスマッチを防ぐという役割

もあるということでした。入れそうなところに何となく入ってしまうと，入っ

てからその大学や学部・学科での授業等に馴染むことができず，

最悪の場合やめてしまうこともあります。そのようなことを防ぐためにも，

志望理由書を書くことは，事前にしっかりと考える良い機会になると

いうことでした。 

 また，書く内容の面では，何人かの生徒にも話を聞きながら，自

分がその大学や学部・学科に興味を持ったきっかけを長々と書い

てはいけないというお話がありました。大学が求めているのは，より

具体的な将来へのビジョンと，それを学ぶことで社会的にどのよう

な意義があるのか，さらに，なぜその大学や学部・学科でなけれ

ばならないのか，ということです。これは一朝一夕で書けることでは

ありません。今回，発言してくれた生徒の中にはしっかりと考えられ

ている人もいましたね。皆さんも，書くために考えるのではなく，将来

のために今からしっかりと考えていきましょう。 

 今回のテストは２月21日(水)に添削されたものが返却され，リライ

ト(書き直し)をします。今回，うまく書けなかったこと，講演会を踏ま

えて気付いたことなどをよく考えて，より良いものが書けるように準備

をしましょう。 

【佐藤重】 


